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長さ 2の線分NSを直径とする球面K がある。点 Sにおいて球面K に接する平面の
上で，Sを中心とする半径 2の四分円（円周の 1

4
の長さをもつ円弧）

(
ABと線分ABを

あわせて得られる曲線上を，点 Pが 1周する。このとき，線分 NPと球面K との交点
Qの描く曲線の長さを求めよ。


